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( 一 ) 生れなかった 子供 

坂 口 安吾 



しも それ を 怖れる だろう。 分裂 病 や、 鬱病に は、 智能 

を 犯されな いが、 ス ピロへ— タに やられる と、 昔日の 

智能に 恢復す る ， J とがで きな いという。 

同じ 病棟に、 ス ピロへ ー タに頭 を やられた 三十 ぐら 

いの 婦人 患者が いた。 毎日 狂って、 暴れて いたが、 暴 

れ るスサ マジ サ にも拘らず、 意外に 早く ボック リ 死ぬ 

もの だそう で、 一 一三 日う ちに 死ぬ だろうと 云われな が 

ら、 生きつ づけて いた。 

どういう わけ だか、 この 患者 は、 スリッパ や 草履に 

ゥラミ を 結んで おり、 同室の 患者た ちの スリッパ や 草 

履 を 全部 盗みと リ、 胸に だきしめて、 フ ラフラと 便所 



する。 しかし、 ふと 目が さめて、 今の 夢 は 前に 何回も 

見た ことがあった、 ような 気がする 場合と 同じ 程度に 

茫漠 として、 捉え どころ がない。 

私の 女房 は 前夫との 間に 二人の 子供が ある。 又、 前 

夫と 私との 中間に は、 幾人 かの 男と 交渉が あった。 そ 

れを 女房 は ある 程度まで は (と 私 は 思う が) 打ち 開け 

ていたが、 私 も それ を 気にしなかった し、 女房 も 前夫 

と 結婚 中 は 浮気 をし なかった、 私と 一緒のう ち も 浮気 

をし ない、 浮気 をす る 時 は、 別れる 時 だ、 という こと 

を、 かなり ハツ キリ 覚悟して いる 女であった。 

私 は 心理の 表現に、 カナリ だと か、 イクラ 力 だと か、 



私 は 女房の ニン シンの 話 をき いて、 まず 病毒の こと 

を 考えて、 暗くな つた。 

それから ニン シン 日時 を かぞえて みて、 その 期間に 

(正月 前後 だが) 酒 も 過度に 飲んで いるし、 催眠薬 も、 

覚醒剤 も、 のんで いる。 どれ 一 つと して、 生れて くる 

子供に 遺伝して 健全な もの はな い。 

私 はち かごろ 再び かな リ 過度の 仕事 をし はじめた。 

時には やむ を 得ず 覚醒剤 や 催眠薬 のャッ カイに もなる 

が、 その 用法に は 注意 を はらって いるし、 過労に 対処 

する 方法と して、 ムリの 限度 を こさぬ よう、 そして、 

過労 後の 休養に ついても 考慮 を 忘れた こと はない。 私 



である。 それ 以上ではなかった よう だ。 

その 疑いつ づけた 三日間で すら、 私はダ タイ させよ 

うとい う 気持に はなら なか つ た。 

そして、 私 は、 一度 だけ、 女房に 云った。 

「ォレ の 子供じゃないだろう と 疑って いるの だ」 

「疑って るの、 知って た わ。 疑るなら、 生まない から _ 

ダ タイす る わ」 

「ダ タイす るに は 及ばない さ。 生れて くる もの は、 育 

てる さ」 

「誰の 子 かって こと、 証明す る 方法が ある？」 

「生れた 後なら 判る だろう。 血液型の 検査 を すれば 



かも 知れない、 という 気持が、 探して みれば 突きと め 

る ことが 出来る 程度に、 存在す る だけであった。 

そして、 もしも 自分の 子供で あると すれば、 私の 怖 

れ たこと は、 子供に 遺伝す るか も 知れぬ クサ ダサの 事 

どもであった。 

私 は 昨年から、 毎日、 天 城 先生に 健康診断 していた 

だき、 ブ ドウ 糖と ビタミン B の 注射 をう つていた だい 

ていた。 

私 は 天 城さん に 相談した。 

「女房が 二 ン シンした ようです が、 生れて くる 子供 を、 

生れぬ 先に、 病毒から 救う 方法が あります か」 



け、 喪失 状態 にち かづいて くる。 電気 で やる と、 ヒュ— 

ズ がきれ る。 温泉に つかる 以外に 仕方がな いが、 私の 

家の 温泉 はぬ るくて (三十 六 度ぐ らい) 冬の 用に 立た 

ない ので、 加熱し なければ ならない。 それにして は、 

よく、 やった。 家族の 協力の タマ モノ だ。 女房 は 私の 

仕事 の 苦痛 を やわらげ るた めなら、 深夜に 寒風 の 吹き 

す さぶ 戸外で お 風呂 を わかす ぐらい は 平気で あり、 そ 

んな 時には、 自分よりも 私の 方 を 大事に している こと 

が ハツ キリして いる。 それ を 自分の 仕事 だと 思って い 

るよう である。 その代り、 私に 無断で、 容赦な く 彼女 

は サラリ —を 消費す る。 女房と いう ものが 職業なら、 
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